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論文審査の結果の要旨 

 睡眠・覚醒リズムは多くの動物で極めて重要な機構であるもののその制御機構、特に総量制御（ホメオスタシス）

については未知の部分が数多く残されている。本研究は睡眠覚醒回路を紐解く第一歩として、ホメオスタシスに寄与

するペプチドを逆遺伝学的手法により同定したものである。本論文では、介在ニューロンに発現するペプチドの睡眠

覚醒機構への寄与を仮説として提唱し、脳スライスを用いた組織化学実験および候補遺伝子のノックアウト変異体の

作製を通してその検証を行っている。見いだした3つのペプチドはそのノックアウト変異体の睡眠時間が野生型に比べ

てそれぞれ1.4 S.D.（70.2分）、1.0 S.D. （52.6分）、2.4 S.D.（122分）短いという極めて顕著な睡眠表現型を示し

ている。本論文が示す結果は、その神経回路の同定という基礎研究に留まらず、新規睡眠薬の標的を提示しうる社会

的にも重要な知見である。 

 以上により、本論文の申請者が博士（理学）の学位授与に値するものと判断する。 


